
システム 
地表環境 

モジュール 設置架台方式 設置角度 
設置容量 

（モジュール枚数） 積雪期以外 積雪期 
Aタイプ ホタテ貝殻 雪 両面発電型 

EarthON 
TIS･Sシステム 

(伊藤組土建社製) 
35度 

約3kW(12枚) 
Bタイプ 草地 雪 約3kW(12枚) 

設置場所 北見ハイテクパーク(国立大学法人北見工業大学社会連携推進センター隣接地 

実証目的 オホーツク地域の特性や資源を生かした両面発電型太陽光発電システムの実証 
 両面発電型太陽電池とその機能に適した太陽光発電用架台の適用 
 冷涼な気候の活用（本システムで使用する結晶シリコン系太陽電池は、気温低下により発電効率が向上） 
 積雪及び地面敷設ホタテ貝殻※1)により年間を通じて反射光や散乱光が発生、両面発電型の裏面発電に活用 

目標：最適化により一般（片面受光）の太陽電池に比べ発電量が最大20%増加※2) 

システム仕様 

実証期間 2012年10月～2015年9月 

※1)  今回使用する粉砕ホタテ貝殻は、(株)常呂町産業振興公社様のご提供によるもの 
※2)  現在流通している一般的な太陽電池モジュール（片面受光）を同一の設備容量、一般的な架台、ホタテ貝殻無しで設置した場合との比較 

オホーツクの地域特性を活かした両面発電型太陽光発電システム実証試験 

ホタテ貝殻・雪 草地・雪 

設置エリア：450㎡(15m×30m)／ホタテ貝殻敷設エリア(量)：約150㎡(約3トン) 設置概要 



実証試験実施体制 

両面発電型太陽電池 
 
 
 
 
 
 
 

架台 
 
 
 
 
 
 
 

計測・分析 
 
 
 

 

コーディネート 
 
 
 
 

連携協定 タイアップ バックアップ 

パッケージ化 

販売戦略 

最適化 

応用研究 

EarthON TIS･S 

道内企業 
• N値１での設置が可能 
• 施工、撤去が容易 
• 隙間は複雑地形対応、また、裏面へ
反射光導入 

北海道との協業(タイアップ)事業 
（産学官の連携） 

両面発電型太陽電池 
• 裏面への反射高・散乱光で効率アップ 
• 高角度で設置した場合、方位による発
電量影響が少なく、積雪の影響を回避 

道内企業 
• デザイン検討 
• 道内マーケット開拓・販売戦略検討 

タイアップ 
 
 
   
 
 
 
 

バックアップ 
 
 
   
 
 
 
 

ホタテ貝殻 

フィールド イベント 

ホタテ貝殻 
• 常呂産業振興
公社の協力 

フィールド 
• 北見ハイテク
パークの提供 

広報 
• 道の広報媒体、
展示スペースでの
紹介イベント 

• 道と連携した普及
イベントの開催 広報 

北見市 

道内大学 
• 気象データ、発電 効率計測と解析 
• 地域活用の可能性検討 

「オホーツク新エネルギー
開発推進機構
(ONEDO)」による支援 

 お問い合わせ先 ： 株式会社北海道PVGS  〒060-0041 北海道札幌市中央区大通東3丁目1番地 倉沢ビル3階 
(作成・発行責任者)     TEL：011-522-5245   FAX：011-522-5870 

http://www.itogumi.co.jp/index.html
http://www.itogumi.co.jp/index.html
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/index.htm


発電量とPR値の３年間の推移・・・年間を通じて片面よりも多くの発電量が得られました！ 
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両面受光：ホタテ 両面受光：草地 片面受光(推定値) 日射量 
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2013年 2014年 2015年 

平均 1.03 

平均 0.96 

平均 0.87 

※データのない期間は，メンテナンス，機器故障等による欠測です． 
※当資料でのPR値は、パワーコンディショナ(PCS)への入力前での、IVカーブトレーサーによるPmax計測によるものであり、PCSによる損失は不含です。 
※当資料の内容は、パネルの設置場所、気温、周辺環境、管理方法、データ通信状況などによる不確定要素を含んでおり、 
  製品特性を正確に表現したものではなく、製品の性能を保証するようなデータではございません。 

両面発電：ホタテ 両面発電：草地 片面発電(推定値) 



３年間のまとめ・・・平均1.18倍，最大1.35倍の発電量が得られました！ 

ホタテ 草 片面 

３年間累積発電量（太陽電池1kW当たり） [kWh] 4,365 4,100 3,686 

  ３年間累積発電量比較 

  積雪期（1～3月）の平均発電量比較 

  無雪期（5～11月）の平均発電量比較 

  片面に対する両面利得の最大値 

  ホタテによる地面反射利得（最大値） 

３年間平均PR値 1.03 0.96 0.87 

1.14倍 

1.18倍 

1.21倍 

1.07倍 1.17倍 

1.35倍 

（※3年間＝2013年1月～2015年9月の33ヶ月間） 

1.11倍 

※推定片面発電量について 
日射量から推定した片面（表面のみ）の推定発電量です。日射量から太陽電池温度を推測し、温度係数によって温度損失（利得）を算出し、分光日射変動、直流回路
損失、等の損失を、7%として、計算しています。また太陽電池モジュールへの着雪による損失については、当日降雪量に対し、右表の着雪損失係数を設定し計算しています。 


